
坂本繁二 郎滞欧期の資料紹介
伊藤絵里子

は じめ に

こ こ に 紹 介 す る の は 、 坂 本 繁 二 郎(1882­1969)

の 滞 欧 期(1921­24)の 様 子 を 伝 え る 写 真 と 日 記

の 一 部 で あ る 。

「石 橋 コ レ ク シ ョ ン 日 本 近 代 洋 畫 篇 」 の 特 集

が 『國 華 』で 組 ま れ た 際 、 坂 本 《帽 子 を持 て る 女 》

(1923)の 作 品 解 説 に お い て 、 筆 者 は 滞 欧 日記 の

記 述 か ら、 描 か れ た モ デ ル は バ ー エ と い う フ ラ ン
ス 人 女 性 で あ る こ と を 述 べ た が1)、 そ の 後 そ れ を

裏 付 け る 写 真 が 見 つ か っ た 。 本 稿 で は 、 そ の 写 真
を含 む 新 出 の6点 を掲 載 し、 さ ら に 、 そ こ で 紹 介

し き れ な か っ た1923(大 正12)年11月5日 の 日 記

を載 録 す る こ と で 、 《帽 子 を 持 て る 女 》 前 後 の 坂

本 の 動 向 を補 足 す る こ と を 目的 とす る。

1.写 真

坂本繁二郎の遺品よ り、石橋美術館へ新たに提
供 いただいた複写資料の うちの6点 である。いず
れの裏面 にも坂本の筆跡による書込が見 られる。

(5)のみが帰国後 に、他は滞欧中に撮影 された もの
である。

写真(1)

写真(2)
写真(3)
写真(4)

坂 本 繁 二 郎 と ジ ャ ン ・バ ー エ と錦 子 女 史

(1923年)
伊 藤 錦 子 女 史(1923年)

ポ ー ズ す る ニ ナ

坂 本 繁 二 郎 と正 宗 得 三 郎(1922年)

写 真(5)正 宗 得 三 郎 と来 目会 の 画 家 た ち(1939年)

写 真(6)坂 本 繁 二 郎 と友 人 た ち(1921年9月)

凡 例

・［ ］ は 筆 者 に よ る 補 記 。

・サ イ ズ は 、 写 真 の 内 枠 を採 寸 し た も の 。

写 真(1)坂 本 繁 二 郎 と ジ ャ ン ・バ ー エ と錦 子 女 史

裏 面:

大 正 十 三 年[十 二 年 か]/ク レ ツ ソ ン ア トリ エ

に て/写 す

伊 藤 錦 子 女 史/モ デ ル/バ ー エ 嬢

サ イ ズ:8.0×10.5cm

パ リの エ ル ネ ス ト ・ク レ ッ ソ ン 通 り18番 の ア ト

リ エ で 、 坂 本 が 《帽 子 を 持 て る 女 》の モ デ ル 、 ジ ャ

ン ・バ ー エ と 、 坂 本 の 縁 戚 で あ る伊 藤 錦 子 と共 に

写 っ て い る 。

錦 子 女 史 と坂 本 の 背 後 に は 、 イ ー ゼ ル に 架 け ら

れ た 《帽 子 を持 て る女 》 を 、 階 段 の 手 す り に は モ

テ ィ ー フ と な っ た 帽 子 を確 認 で き る 。 作 品 の 中 で
は か っ ち り と し た フ ォ ル ム とか し こ ま っ た 表 情 で

描 か れ た バ ー エ だ が 、 写 真 の 中 の 彼 女 は ふ ん わ り

と カ ー ル した 髪 型 で 、 足 を組 み 、 リ ラ ッ ク ス し た

表 情 で 微 笑 む 。

1923(大 正12)年8月18日 の 日 記 に 「モ デ ル
バ ー エ の つ づ き 伊 藤 女 史 か ら ア トリ エ 内 の 写 真

撮 影 を さ れ る 」 と あ る2)。写 真(1)、(2)と も に 同 じ

日 に 撮 影 さ れ た と 考 え ら れ る た め 、 写 真(1)裏 面 の

書 込 「大 正 十 三 」 は お そ ら く 「十 二 」 の 誤 記 と推

測 さ れ る3)。18日 に 撮 影 さ れ た の が こ の 写 真 で あ
る な ら ば 、 バ ー エ が モ デ ル を 務 め 始 め て6日 目 頃

fig.1
坂 本 繁 二 郎 《帽 子 を持 て る女 》
1923年 、 油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス 、
石 橋 財 団石 橋 美 術 館 蔵 写真(1)
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の もの と い え る 。 写 りが 不 鮮 明 で は あ る が 、 制 作

途 中 の 作 品 の 輪 郭 は お お よ そ 見 て とれ る 。 筆 者 は

「モ デ ル バ ー エ の 帽 子 像 始 め る」 と い う記 述 の

あ る8月20日 を制 作 開 始 日 と考 え て い た が4)、そ れ

よ り早 く着 手 さ れ て い た こ と と な る 。 こ こ に 訂 正

し た い 。

写 真 の 撮 影 者 と考 え られ る 伊 藤 女 史 に つ い て は 、

「伊 藤 女 史 、 錦 子 女 史 を 各 処 案 内 す る」 「I.K.両

女 史 に 送 ら れ 、 第5回 目 の ブ ル タ ー ニ ュ へ 出 発 」

な ど と5、6月 の 日記 に 記 さ れ て い る 。 そ の 記 述 か

ら す る と 、 こ の 写 真 に写 っ て い る錦 子 女 史 と同 姓

で は あ る が 、 別 の 人 物 の よ う で あ る 。

写 真(3)「 ポ ー ズ す る ニ ナ 」

裏 面:

Mll　 Nina　 /　45　rue　Ravin　 [Vavin?]

サ イ ズ:8.3×5.5cm

ニ ナ は 、 フ ラ ン ス 人 の 女 性 モ デ ル(fig.2)。 坂

本 は 、1923年8月3日 に グ ラ ン ド ・シ ョ ミ エ ー ル の

ク ロ ッキ ー に 行 っ て 、 ニ ナ を 雇 い6)、そ の 特 徴 を

「仏 人 で 六 角 形 の 顔 立 ち」7)と 記 す 。 写 真 の 撮 影

時 期 は お そ ら く1923年 夏 か ら秋 に か け て の 頃 と思

わ れ る が 、 場 所 な ど の 詳 細 は わ か ら な い 。

ク ッ シ ョ ン を 背 に 、 右 手 に 手 鏡 を 持 ち 、 ポ ー ズ

す る ニ ナ 。 額 に み え る 冠 の よ う な 髪 飾 り、 ネ ッ ク

写 真(2)伊 藤 錦 子 女 史

裏 面:

大 正 十 二 年 巴 里 ア ト リエ に て/伊 藤 錦 子 女 史

サ イ ズ:12.0×8.6cm

伊 藤 錦 子(1884­1964)は 坂 本 の 縁 戚 で 、 共 立

女 子 大 学 の 前 身 で あ る 共 立 女 子 職 業 学 校 で 教 鞭 を
と り、 裁 縫 教 育 の 教 科 書 『和 洋 裁 縫 講 習 録 』 等 を

刊 行 し た 人 物 で あ る 。 撮 影 当 時 、 錦 子 は39歳 、 文

部 省 嘱 託 と し て 欧 米 に お け る裁 縫 教 授 に つ い て 調

査 す る た め 、 ア メ リ カ 経 由 で 渡 仏 した 。 パ リ の カ

ヌ ノ ン学 院 で 学 び 、 洋 裁 教 師 の 資 格 を取 得 。 関 東

大 震 災 を 機 に 帰 国 、 そ の 後 、 東 京 に 日本 文 華 裁 縫

学 院 と文 化 洋 装 学 院 を 創 立 した5)。

坂 本 は1923年5月4日 、 パ リへ 着 い た 錦 子 を 出 迎

え た 。 パ リ 案 内 を し た り、 ア ト リエ へ の 来 訪 を う

け た り、 錦 子 女 史 の 名 は 時 折 日記 に 登 場 す る 。

写真(3)

写 真(2)

fig.2
坂 本 繁 二 郎 《婦 人(滞 欧 ス ケ ッチ)》
1923年 頃 、 鉛 筆 、 水 彩 ・紙 、個 人 蔵
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レ ス や 腕 輪 を 身 に つ け る 。

8月13日 の 日記 に は 、 坂 本 の ア ト リ エ へ 初 め て
バ ー エ が 訪 れ た こ と と 、 そ の 日の 午 前 中 、 ニ ナ が

正 宗 得 三 郎 の モ デ ル を 務 め た こ とが 記 さ れ る8)。

正 宗 は 、 坂 本 の 隣 室 に下 宿 し て い た 。 そ の 頃 制 作

さ れ た 「鏡 の ヴ ィ ー ナ ス 」を 主 題 と す る 正 宗 の 《ナ

ポ リ の 女 》(fig.3)や 《鏡 を 見 る ヴ ィ ナ ス 》(fig.4)

で は 、 手 鏡 を 持 ち 、 冠 や 首 飾 り等 の 装 身 具 を 身 に

ま と っ た 女 性 が 長 椅 子 の ク ッ シ ョ ン に も た れ る 。

こ れ ら の モ デ ル が ニ ナ か ど う か は不 明 だ が 、 正 宗

が こ の 写 真 に 写 され た モ テ ィ ー フ や 設 定 に 関 心 を

寄 せ て い た こ と は 明 白 で あ る 。

写 真(4)坂 本 繁 二 郎 と正 宗 得 三 郎

裏 面:

大 正 十 一 年/巴 里 ア ト リエ に て 坂 本/
正 宗 清 野 氏 写 真

サ イ ズ:5.4×7.9cm

和 装 の 坂 本 と洋 装 の 正 宗 。 隣 同 士 に住 ん だ 両 人
い ず れ か の 部 屋 と 思 わ れ る 。 坂 本 の パ リ 滞 在 は

1921(大 正10)年9月19日 か ら1924(大 正13)年7

月2日 ま で 、 正 宗 の 二 度 目 の 滞 在 は1921年10月21

日 か ら1924年4月28日 ま で で 、 そ の 期 間 は ほ ぼ 重

な る 。 先 の 写 真(3)か ら も 、 ふ た りが 制 作 の た め の

資 料 や モ デ ル を 共 有 し、 情 報 交 換 して い た 様 子 が

窺 え る よ う に 、 隣 室 同 士 、 同 じ二 科 会 の 画 家 同 士 、

往 来 は 頻 繁 に あ っ た よ う だ 。 そ の 交 友 は 生 涯 続 き 、

次 で 紹 介 す る 写 真 か ら も わ か る とお り、 正 宗 は 坂

fig.3
正 宗 得 三 郎 《ナ ポ リの 女 》 油 彩 ・カ ンヴ ァス 、 岡 山 県 立
美 術 館 蔵 写真(4)

右 か ら坂 本、正宗

fig.4
正 宗得 三 郎 《鏡 を見 る ヴ ィナ ス 》1924年

(村 山鎮 雄 『史 料 画 家 正 宗 得 三 郎 の 生 涯 』1996年 よ り
転 載)

写 真(5)
1列 目中 央 に正 宗 、 そ の左 に坂 本
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本 の い る 久 留 米 へ も 訪 れ て い る 。

写 真(5)正 宗 得 三 郎 と来 目 会 の 画 家 た ち

裏 面:

昭 和 十 四 年 三 月 十 八 日
正 宗 君 来 福 を 迎 へ 旭 屋 に て/来 目会 座 談 会 後

□[筏?]屋 に て/記 念 撮 影

[1列 目右 よ り]井 口 淡/加 藤 尚 義/・/正 宗 得

三 郎/坂 本 繁 二 郎/・

[2列 目]・/池 上 丁 一

[3列 目]牛 嶋 磐 雄/井 上 伝/江 嵜 鹿 之 助/酒

見 俊[敏]雄/執 行 輝 彦/伊 藤[東]静 尾/
小 松 清 次

サ イ ズ:10.5×15.0cm

来 目 会 は 、1913(大 正2)年 松 田 諦 晶 ら が 創 立

した 久 留 米 の 絵 画 グ ル ー プ 。 翌 年 か ら1955(昭 和

30)年 ま で 計39回 展 覧 会 を 開 催 。 こ こ に 集 っ た 坂

本 を慕 う 後 進 の 画 家 た ち の な か に は伊 東 静 尾 、 小

松 清 次 、 池 上 丁 一 な ど二 科 展 入 選 経 験 者 もい る 。
二 科 会 創 立 期 よ り活 躍 す る 正 宗 を 迎 え て の 座 談 会

は 、 久 留 米 で 活 動 す る 若 い 画 家 達 に と っ て 貴 重 な

機 会 と な っ た は ず で あ る 。

写真(6)坂 本繁二郎 と友人たち
裏面:
大正十年九月マルセイユ港/ノ ー トルダム丘にて
坂本/小 松/当 舎/石 原

[印 字]　 POSTALE　 /　Adresse

サ イ ズ:8.1×6.1cm

フ ラ ンス 文 学 者 の 小 松 清 、 東 京 パ ッ ク社 の 同 僚

だ っ た 当 舎 勝 次 、 洋 画 家 の 石 原 長 光 は 、 日本 か ら

坂 本 と 同 じ ク ラ イ ス ト丸 に乗 船 し た 人 々 。 パ リ に

着 く1週 間 前 の1921(大 正10)年9月17日 朝 、 マ ル
セ イ ユ 港 に 到 着 し 、 そ の 日 は ノ ー ト ル=ダ ム ・

ド ・ラ ・ガ ル ド大 聖 堂 を 見 物 し、 ホ テ ル ・ジ ュ

ネ ー ヴ に 宿 泊 し た9)。坂 本 の 右 側 に 十 字 架 が 見 え
る。 写 真 裏 面 に 印 字 さ れ た 文 字 よ り、 葉 書 を 半 分

に切 っ た もの と思 わ れ る 。 観 光 客 向 け に 、 撮 影 し
て 葉 書 に仕 立 て て くれ る 店 で もあ っ た の だ ろ う か 。

の こ り半 分 の 葉 書 は 、 こ の3人 の う ち の 誰 か が 持

ち帰 っ た か も し れ な い 。

2.滞 欧 日記

坂 本 が フ ラ ン ス で 綴 っ た 日記 は 全7冊 あ り、 そ

の 一 部 が 『坂 本 繁 二 郎 展 』 図 録(2006年)に お い

て箇 条 書 き で 紹 介 さ れ た が10)、全 容 は 公 開 さ れ て
い な い 。 こ こ に紹 介 す る の は 、1923(大 正12)年

11月5日 に記 さ れ た もの で あ る 。
こ の 日 、 坂 本 は サ ロ ン ・ ドー トン ヌ で 開 催 さ れ

た 日本 部 門 の 展 示 を 見 に行 っ た 。 こ の 特 別 展 示 は
二 科 会 の 周 年 事 業 の ひ と つ と し て 実 現 さ れ た もの

で 、 坂 本 自 身 、 在 仏 委 員 と して 石 井 柏 亭 や 正 宗 、

藤 田 嗣 治 ら と共 に 関 わ っ て い た 。
日記 は 、 展 覧 会 を 見 た 感 想 に始 ま り、 坂 本 が 留

学 して 感 じた 日仏 間 に お け る 思 想 や 藝 術 観 、 自 然
との 関 わ り方 の 違 い な ど が 記 さ れ て い る 。 坂 本 は

帰 国 後 、 新 傾 向 の 西 洋 美 術 とあ る 一 定 の 距 離 を 保

ち 、 独 自の 画 風 を 究 め た 。 そ の 姿 勢 を理 解 す る う

え で 重 要 だ と思 わ れ る 寄 稿 文 「雑 感 」(『 み づ ゑ 』
248号)11)は 、 こ の 日 の 日記 を 下 敷 き と し て い る

こ と が わ か る 。 日 記 で は 、 「家 庭 」 や 「自 然 」 な

ど に つ い て の 考 え が よ り詳 し く記 さ れ て い る 。

写 真(6)
右 か ら坂 本 、 小 松 清 、 当 舎 、 石 原

凡 例
・筆 者 が参 照 した 日記 は、 尾 籠恵 子 氏 に よる転 写 で あ る。

日記 原 文 は連 続 した文 章 で 綴 られて い るが 、 転 写 の際 、
読 み や す くす るた め 、語 句 や文 の間 に一文 字 分 空 け ら
れ てい る 。 こ こで の表 記 はそ れ に倣 った 。

・判 読 不 能 文字 は□ で示 した。
・[]は 筆者 に よる補 記 。
・旧漢 字 等 は適 宜 新 字等 に改 め た が、 そ の まま用 い て い

る もの もあ る。
・「　」 は前 後 の 文 脈 よ り 「經 」 の 意 で 使 用 され て い る

と判 断 し、 「経 」 と表記 した。
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・縦 書 きの原 文 をこ こで は横 書 きで紹 介 して い る ため 、

「く(く の 字 点)」 を便 宜 上 該 当文 字 で 補 っ た。
・〈中 略 〉部 分 には 、お お よそ300字 程 度 の記 載 が あ る。

非 公 開。

五 日 月
サ ロン ドウ トンヌ を見 る その一部にセクシ ヨン
ド ジャポネーがある 此処 には期せず して小品

斗 りが並 んで居 る 日本藝術の悲壮な展観
日本の美術 日本人の生活 日本の社会 は今
色 々の方面か ら試練 を受けて居る 西洋藝術 と相
対 された之等の 異境の空に居心地悪る く晒され
た一群の作品 之れ音楽 とすれば プカプカ ドン
ドンの中に琴尺八 を吹いて居 る形 である 東西 こ
う云ふ神経の相違は何処か ら来て居 るか 之につ
いて先づ考へ られるのは 世界的特長 とされる日
本 の家族生活である 社会に出て疲れたる心境 と
体 を やれやれ と家庭 に於て休めると云ふのが日
本生活の実状である 日本の公的社会では義務 の
遂行で 家庭は自個解放の楽 しみの如 き観がある
大体 に於 て 個人的な正真な喜悦が か くして家
庭 的(大 体 に於 て)に 発揮 され るになるだらふ
か くして 日本人は 義務 に於 て外 国人的であるが
実感生活は思の外 に個人的になるのではないか
日本の藝術 日本の生活感情 は 従来 非個性 的
だ と一応 されて居 るようだが 実は 感情 憧憬
点に於ては 寧ろ個人的 な性格 を以つ 日本 家族
的特徴の群集的心境には 少 し斗 り矛盾があるや
うで 之に反 し西洋では 個人主義 と云われるが
家庭 の空気 は ず っと日本 よりは社会性 の延長さ
れた もので 日本程 家庭的独立性 環境性はな
い ようである 西洋の家庭は 生活 は個人性 も社
会性的 に力点統一 され 思想 も性格 も 先づ以て
社会 と云ふものを中心 として動いて居 る その意
味で 却って非個人的でもある 公向 きと家庭 と
の区別が 日本程 別にはなって居 ない 男女関
係の如 きも か くして家系 と云ふ如 き問題 も 日
本程 には厳 しか らず 衆的に消長する事になって
居 る らしい 家庭 の装飾 の仕方 さへ 持物 をあ
りっ丈け陳列せねば 持 って居て も無意義 だとす
る位 の気持 なのである 人の表情如 きも それを
反映 して居 るように思われる 此性格 は当然 藝
術の上 にも現われて 社会群衆指向が強 くない
個人的な生活感情 四畳半生活の細 かさには用が
ないのだ そして 画家の神経 も疎大の傾向 に往
くのであ らふ 群集的要求は常 に大味である 西
洋音楽が大体 に於 て 群集の中で奏せ らるゝのに
適 して居る如 く すべての藝術 も展覧会場向 きで

ある 日本の純粋性的愛念は 群集性 とは少 し別
な世界であって 小味ではあるが澄み切 り 徹底
する事 を要求する 迷惑気な事 にもなるのだ 藝
術 の深 さは やがて一つの 之れ民衆 又 は人婁
と一致する筈だから 日本の藝術で も此意味では
民衆的であ り得なければならぬが 趣味が個人的
にな り易いのだ そ して 公衆的にある可 きもの
も小味す ぎる事 になるのではないか 巴里滞在の
日本美術家等の 此混沌の中に苦 しめる有様は
瀑下の水に しぶ きを立てゝ居る西洋美術 の騒音の
間に 水面 の静かな落付 を探 して居 るかの如 きみ
じめさがある 要す るに 日本の藝術感情 は 未
だ公衆的には神経 になり切 って居 らず 日本の展
覧会式会場藝術位 は こゝ に来るとまだ まだ家庭
藝術 に しか見へないのである 公衆的感情 を要求
す る結果は 変 りものや腕達者等の如 く 先づ 目
立つ事 を要す 匠気位は当然なければ生存 も出来
ない形の ようだ 日本でならば 演劇興業 其他
商業の如 き空気 と同様に こゝでは美術の社会性
も似て居る 要するに 芝居や落語 興業商売の
如 く 常 に人気 を対象 とされ勝 である 澄み切 っ
た個人的鋭角 は 日本程 には見へ ない こゝに於
ける鋭 どさは形であ り 規則であ り 方法であ る
一寸見へ悪いような無形 の中の消息な どにあ りて

は 兎角 忘 られ勝 となるのであらふ 割合い に
顧み られないのだ
日本人の意識 は 規則的 形状 的よりも 元来
味識的であ り 無形 の中に強 く進み入って居 る
形式 よりも直覚である 之 は画に限 らず他 も同様
だ キ リス ト教 と佛教の相違は やがて又 東西
洋の生活感 藝術 の相違で もある 国体生活 の日
本人の性格が社会的であるのは皮 肉で もある 之
は道徳 の性格 にもまざまざと出て居るのである
今後 此個人 と社会群衆的感情の取捨長短が 特
に日本の如 き家族制度の土地 にあ りて 如何 に生
長するかである 現在の 日本は 此両面が二つの
力点傾 向をな して 内実に進行 して居るのである
人間の要求あるところに 自づ とそれ相当の真理
が動 くならば 其決着があ らはれるに違いない
人婁的 と云ふ事
桃 山期 のような仕事 も日本 にはあるのだか ら 早
晩 何 とか よき解決は付 くに違いない 家族的要
求 と公衆的要求が 公理は帰一 しても 実感に於
て差別がある 日本の社会に 藝術 も此処当分 此
両方の水流 に浮沈 しつゝ進 むであ らふ 群衆本位
場 当 りの浪の上 を行 く人 と 澄明なる個性の奥 に
行 く人 と 家庭 に於てよく味わへ る作は 展覧会
的で よいもの斗 りと限らず 自己に尤 も親 しく生
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きる要求は適切 で 此点 日本人のような家庭尊
重藝術 に真剣味のあるのも当然の帰結 好 ききら
いの如 きも日本人は厳 しいのだ 自は静かに自ら
の良心 に聞かんのみ 一面又 社会 の規律 をも眺
めねばならぬのは勿論 理想 は此何 れもが 良心
の喜 びに矛盾な く合奏す るところ迄 進む事であ
る
西洋の藝術家に賞め られると 三べ んも四へん も
更に又引出されて 愛けふ笑いをして見せねばな
らぬ画家 も 此意味があるのは 徹底的な自己の
眼からは いかにも相対的である しか し 西洋
に も矢張 り セザ ンも居ればゴーガンも出て居 る
その外 都会から去って居る作家は多い 仙人は
必ず しも東洋の特産物 とは限らない
日本藝術 は自然 及び四周の自然 ととけ合 って成
立す る藝術であるが 西洋の藝術 は程[提?]供
される仕事だ 西洋藝術は之を見るにも 周囲に
割合いに平気で出来て居 る 日本藝術は四周の模
様が微妙 に関係がある
西洋の藝術はそれ丈け規則 で成立 して居 るが 日
本 は気分である 西洋のは藝術か藝術的 と云ふよ
りも仕事的であるの も此処 にある 吾等 の心は西
洋 にあ りて か くてさ くば くとして仕舞ふのだ
要求が満足 させ られないのである ベルサ イユ宮
の如 きもの を見て も 計画を感心 される斗 り い
くら広大 にされて も 日本 的美の感情は却 って迷
惑 される位の もの 茶碗に一ぱいのしぶ茶で も呑
んだ方が 遙かに適切 な難有 さ[有 難 さ]だ 徹
底的藝術心□は西洋には滅多 にない位だ 西洋で
も 真 に藝術 に生 きたや うな人は 寧ろ日本的に
社会か ら身 をか くした傾が見へる 日本人の獨 り
よが りも閉口なれ ど 此のような商売藝術 にあ り
ては□□ とな った ところ に力点 の違 いが ある
吾 々は吾 々の要求する神に参詣す るあの歓喜 と恐
悦 と恍惚 を得度い ものだ 人が何 と評判 しや うと
之の事実 を握[掴]み さへすれば 己れの仏心 は
真悦 を遂げ られ るだらふ 真 との意味に之の方が
人婁的 とも一致する筈だ 群衆的 必ず しも人婁
的ではない 個人的とか群衆的 とかの形でな く
作家の質の如何が人婁的か否かは決定す る 此個
が生 きて後 真の社会 も生 きるのではなか らふか
しか しなが ら 此エキスポジションに於 て受ける
教訓である 会場に並べて確実に 其色 々の長短
も見へ る 之等の各長処を総合せねばならぬ
要するに 人は其正直な生活喜悦の中心が大切で
ある 之れが其人の真の生活なのだ 煩悶 苦悩
深 き程 之を乗 り越 した後の価値がある 尤悔深
き者 尤強 き善人 ともな り得べ し 尤よき藝術は
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人間惨苦 の魂が 尤 も高 き台 に達 し得た ものであ
る 或る意味で尤 もよき美は 尤 も醜悪 を裏付 け
あるとも云へやう(ミ レーの画集の暗示)
いか に達眼の士であって も 此悩 みの生活実感を
土台 とせねば よい作品は現われないだ らふ
藝術の現 われる原因は 総べて執着である 要求
である 遊戯的であれば 本質的にそれ丈け既 に
弱いのである じょう談半分では絶対に成立 しな
いのが真の藝術である 藝術 は喜 びであるが 喜
は即ち悲涙の反射 を意味 して居る 深い藝術 は深
い喜 と共 に その作家は深 い悲 しみ を裏付けて居
る筈だ 藝術 は か くして難苦の生活があ りなが
ら 之に打克った もの に光輝 を放つ それだから
藝術家はむつ か しい 事実 作家の表情 にす ら此
事は観取 されるものだ 戦 国の世 にあ りて も 之
に克てば豪 らい藝術が却って□勝 を示す 戦ふ者
にのみ人生の味は深い 世 に表を向けざれば 即
ち敗北者 とな らん
弱者に対 しては 強者は其力 を貸すべ き二重 の責
が来る 弱者 に対 して之を軽蔑 した り 求めた り
すべからず 之れ世の中を一層険悪にす るものだ
生物に与へ られたる運命の脱す可か らざるものに
対 して 歎 くは愚 甘受す る外 はない 甘受す る
か らには笑って受けるのだ 画界の事 も カタク
リズムも 笑 って迎へ よ 只 我 自身の力に就い
てのみ歎 くならば歎 け 而 して あ まりに真面 目
なる可か らず 只 藝術 の世界 に於てのみ真面 目
の力を注 ぎて誤はないであらふ
藝術 の相違は人種 的にも無論あるに違い ないが
それよ りも寧 ろ よ り以上 に時勢 と自然 との関係
が深い 西洋人 と日本人 との相違の如 きも 社会
状態や時勢 や自然 の関係が第一で 人種的には寧
ろ よ りわづか らしい 在巴里の各国人種の特長
の消滅 は 此事 をよ く暗示 して居 る
進めば進む程 四周は益 々さく漠たる もの となら
ふ 四周に自己 を喜ばす もの多 くある間が却 って
或は生活はにぎやかであらふ 四周 よりは いか
に多 く広 く仰が るゝ とも 高 山の頂 は只 独 雲
漠々の中に淋 しく狐[孤]峭 して居ねばな らぬだ
ろふ しか し 此高 きを得度い心は止難 き本能で
あ り 喜である 結果の如何 よりはそれ 自身 心
の必然である
只 吾 は吾 を進めなければならない 展覧会場 に
於けるどぎつい諸 々の作 品共 生存競争のあさま
しい叫び合 い 有力な作 品になる程 それが深刻
集人中に 生 きるか死ぬかの大叫喚ではないか
悪徳 卑劣 腕力 智力 色々の限 りを尽 して
其優生生存 を遂げや うとして居 る 意志のパ ノラ



マ こう云ふ もの を見 ると 兎 も角 も人間と云ふ
動物 は 霊性 の要求は盛ん としないわけに行かぬ
此 の ような霊性 の希求 も 事 実 こゝ で何 が得 ら
るゝかに思到る と さびしい気がないで もない
何 かと云へば クルベー　 ミレー　 コロー　 ドラ
クロア　アングルである 今度のサ ロン ドウ トン
ヌにも 之等の参考品が並べ られて 衆人視聴 の
的 となって居る 霊性 よ 之等の せめては巨匠
の霊性にあやか らん とす る 霊性 の希求者 よ た
とへ其所 に達 し得た として も それは遂に又 達
したと云ふ丈けの事に過 ぎなか らふ ミケルア ン
ゼロの勝利者の悲哀を刻んだ心の淋 しさは 人間
の宿命か しか も 生 きて居 る間 求めて居ねば
な らぬのだ つま りは只 求める心の遂げたる し
時間 それが即 ちすべ てなのである 途中丈けの
事であるが 止むに止 まれぬ一生の連続 巴里 で
求めた和本古書蔵笥百首 を開 らいて見る 原始的
な素朴な歌共が幾つ しか も 昔 しの人 もかわ ら
ぬ淋 しき心 はまざまざとして居 る
<中略>

洋服 を着た和人　K君 と二人 見付けて置た屋敷
の中の大 きな古池 に 釣 を垂 れて久 々振 りに秋 の
深林 の香 りにひた り エ トランゼーの心を自然 の
懐に休める 森 々と 又森々 とし 古池の水の面
には枯葉舟が絶へず落ては浮ぶ斗 り 時々は大魚
の波紋 を描 く 水草の間には くいなのやうな鳥
も幾つか魚 を追廻 して居 る 正 に得意の三昧境 に
入って居る と 此の池主あ りて 貴君等 こゝで
釣ではなりませぬと云ふ 折角の境地 も半 にして
去 らざるを得 ざりしは遺憾
それよ り更 に しゃらんとん[シ ャラン トン]に
向ふ
エ トランゼの魚釣 り姿を見送る諸々の外国の眼

自然 を呼吸す るに も 之丈けの中 をくゞらねばな
らぬのだ 人間共有なる可 き生活感情 も 色々 と
こうして相互割引 をして行かねばならぬ 之丈け
で もしか し 久 しぶ りに吸ったよい心持であった
夜に入 ってH君 サ ロンドウ トンヌのカタログ
を片手 に来たる 例の如 く煙 の吹 き通 しで ア ト
リエの中を独 りでいぶ して仕舞ふ 夜は又雨粛 々
として 漸 く冬 の寒 さ身にしむ 家郷の事 も気 に
かゝ りながら 自身の戦い を続 けねばならぬ 人
類的な意識 と 家庭 と云ふ ものゝ意識 とに矛盾を
感ず 吾は家庭 の小 さい父 となるには 少 し心が
空に向き過 ぎて居 る 幼児等 にとっては あまり
難有 い[有 難い]父 ではないであ らふ 児等の淋
しき姿は 何 もしらずに櫛原の庭に遊んで父の帰
りを待 って居るのだらふ 児 の父 としては 金で

もためる人間の方が よいか もしれぬ 児の為めに
は こんな父の方が恵み多 き父であるだ らふ ミ
ル トンを捨 てゝ去 った娘二人 之 と対照 さるゝ某
家の子供の親孝行
衆 と自己 とをちゃんぽんに必要 とする人間は 此
処当分 何ずれ ともつかず 二つの間を往来迷存
するであらふ 利 己慾張 りが勝つか 無慾が勝つ
か 乱世 に於ては無論 前者でなければ居 たゝ ま
るまいが 治世になると 後者他力 も中々有力 と
なるであらふ 親 しきわが友だちの間にさへ 何
会 々々と 色のちが った旗押立 てねばならぬ 競
争 戦争 運命の波瀾!
巴里に於て 日本 の美術 の運命が どんな風 に扱わ
るゝかは あの横浜の外 国向象牙細工が 巴里の
古道具屋の一隅 に高価 をつ けられて居 る事で分か
る 具眼者の眼はいつわる事は出来ないだ らふが
一般の人は こゝで も変 りのない もの らしく 寧 ろ

茶の味の如 く 無色透明に進んで居る 日本美術
の意識の如 きは 中々近頃の里 巴[巴 里]の 如 き
ところでは解 され悪いであらふ 真面 目になった
ら 第一 神経が破れるであ らふ 菓子屋の小僧
は菓子を慾 しが らない と同様 に 巴里 は 美術は
只 市場品だ 多 くの画家 は職工だ そして世界
に品物 をさばかす ところだ こゝに来る画学生 は
寧 ろ職工見習の様である 美意識其物 の神聖を求
める場処 には不適だ 参考品 と教師 とモデル との
自由が提供 されて居 る丈 それ故 或 る程度以上
の画家は 巴里か らははなれるのだ 吾々 も時々
こゝ を参考に見 に来るのはよいが こんなところ
に定住 は考へ ねばならぬ 美意識 は堕落するだら
ふ モツプ趣味 にけす らわれねばならぬであ らふ
モツプ趣味 と人婁 的 と云ふ ことは違ふ 御 手打
かっさい趣味は 必ず しも真の民衆人婁意識 では
ない
遠慮か何か しらぬが 一体 日本人の出品がさび
しい上にも更に あま り力作 を出さなかった傾の
ある事 だ 大抵 御茶 をにごしたや うなものに止
まって居 る 若 し全部が も少 し力作 をすれば
まだ強い表現 はある筈だが
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前 掲1） 、p.57

伊 藤 錦 子 の 本 名 は 「キ ン」、 仕 事 や 執 筆 の 際 に

は 「錦 子 」 が 使 用 さ れ た 。 編 著 書 に 『和 洋 裁 縫

講 習 録 』(全13巻 、 日本 裁 縫 教 育 会 、1916­18)、

『最 新 洋 服 裁 縫 講 義 』(日 本 裁 縫 教 育 会 、1928)

等 が あ る 。 錦 子 と そ の 夫 伊 藤 秀 吉 は キ リ ス ト教

を 信 奉 し て い た 。 秀 吉 は 廃 娼 運 動 に 精 力 的 に 取

り 組 み 、 錦 子 も そ れ を 支 え た と い う。 彼 女 の 経

歴 に つ い て は 、 田 口 光 男 『白 河 市 史 の 一 頁 を か

ざ っ た 伊 藤 キ ン 女 史 の 生 涯 』(株 式 会 社 緑 川 産

業 企 画 部 、 平 成9年5月30日)に 詳 しい 。

尾 籠 編 、 前 掲2006年 、p.220

8月6日(月)(前 掲 書 、p.220)

8月13日(月)(前 掲 書 、p.220)

日 記 に は 「ノ ー ト ル ダ ム ・ ド ・ラ ・ガ ル ド寺 院

見 物 オ テ ル ゼ ネ ー ブ 宿 泊 」 と 記 載 さ れ て い る 。

(前 掲 書 、p.214)

10)尾 籠 編 、 前 掲 、pp.214­223

11)坂 本 繁 二 郎 「雑 感 」 『み づ ゑ 』248号(大 正14年10

月)、pp.2­4

付記
資料提供にご協力 くださった坂本家 ご遺族 と、 日
記の原文を解読 し手書 きで転写 された尾籠恵子氏
の労 に、この場 を借 りて深 く感謝申 し上げたい。
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